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衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
労
災
お
よ
び
公
務
災
害
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答

弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
労
災
お
よ
び
公
務
災
害
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
者
は
、
同
条
第
一
号
に

規
定
す
る
病
原
体
等
に
よ
る
健
康
障
害
を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
、
当
該
必
要
な
措
置
は
個
々
の
事
業
場
の
実
情
等
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
「
職
場
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
（
令
和
二
年
五
月
十
四
日
付
け
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
長
事
務

連
絡
別
添
）
を
活
用
し
、
事
業
場
の
実
情
等
に
即
し
た
適
切
な
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
実
施
す
る
よ
う
、
関
係
団
体
に
対
す

る
累
次
の
要
請
を
通
じ
、
事
業
者
へ
の
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

ま
た
、
事
業
場
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
っ
た
者
に
係
る
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十

二
年
法
律
第
五
十
号
）
に
基
づ
く
補
償
（
以
下
「
労
災
補
償
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
」
（
以
下
「
Ｑ
＆
Ａ
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
労
災
補
償
に
関
す
る
考
え
方
を
示
す
と
と
も
に
、
令

和
二
年
五
月
十
四
日
付
け
で
、
労
使
団
体
及
び
公
益
社
団
法
人
日
本
医
師
会
等
医
療
関
係
団
体
宛
て
に
労
働
者
の
同
法
に
基



 

２ 

 

づ
く
保
険
給
付
（
以
下
「
労
災
保
険
給
付
」
と
い
う
。
）
の
請
求
（
以
下
「
労
災
請
求
」
と
い
う
。
）
等
に
係
る
要
請
を
行

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

二
の
１
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
三
十
二
件
中
二
件
」
以
外
の
三
十
件
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
令
和
二
年
五
月
二
十
二
日
時
点
で
、
い
ず
れ
も
、

労
働
基
準
監
督
署
に
お
い
て
、
労
災
保
険
給
付
の
支
給
の
決
定
又
は
不
支
給
の
決
定
（
以
下
「
労
災
認
定
」
と
い
う
。
）
に

係
る
調
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
労
災
請
求
が
あ
っ
た
事
例
に
つ
い
て
は
、
迅
速
か
つ
適
正
な

処
理
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

二
の
２
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
医
療
・
介
護
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
従
事
者
等
の
感
染
状
況
」
及
び
「
こ
う
し
た
調
査
」
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、
医
療
従
事
者
、
介
護
従
事
者
及
び
障
害
福
祉
に
従
事
す

る
者
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
者
数
に
関
す
る
調
査
は
行
っ
て
い
な
い
。 

 
 

政
府
と
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
や
社
会
福
祉
施
設
等
に
お
け
る
集
団
感
染
を



 

３ 

 

防
止
す
る
こ
と
が
重
要
と
認
識
し
て
お
り
、
同
省
に
お
い
て
、
全
国
で
発
生
し
た
集
団
感
染
の
事
例
を
収
集
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。 

二
の
３
に
つ
い
て 

 
 

令
和
二
年
五
月
十
日
時
点
で
、
厚
生
労
働
省
が
把
握
し
て
い
た
医
療
機
関
に
お
い
て
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
集
団
感
染
の
事
例
は
、
八
十
五
件
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
事
例
に
つ
い
て
、
同
年
六
月
一
日
時
点
で
、
労
働
基
準
監
督

署
長
が
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
第
九
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
く
労
働
者
死
傷
病
報

告
（
以
下
単
に
「
労
働
者
死
傷
病
報
告
」
と
い
う
。
）
を
受
理
し
た
事
例
は
十
三
件
、
報
告
件
数
の
合
計
は
六
十
八
件
で
あ

り
、
労
災
請
求
が
あ
っ
た
事
例
は
十
一
件
、
請
求
件
数
の
合
計
は
二
十
三
件
で
あ
る
。 

二
の
４
に
つ
い
て 

 
 

事
業
場
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
っ
た
者
に
係
る
労
働
者
死
傷
病
報
告
の
提
出
や
労
災
請
求
に
つ

い
て
は
、
Ｑ
＆
Ａ
や
関
係
団
体
に
対
す
る
累
次
の
要
請
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
陽
性
者
に
つ
い
て
、

労
働
者
死
傷
病
報
告
の
提
出
に
留
意
す
る
こ
と
や
、
労
働
者
が
業
務
に
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
っ
た
も

の
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
労
災
保
険
給
付
の
対
象
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。



 

４ 

 

ま
た
、
都
道
府
県
労
働
局
及
び
労
働
基
準
監
督
署
に
お
い
て
、
労
働
者
死
傷
病
報
告
の
提
出
及
び
労
災
請
求
の
勧
奨
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

二
の
５
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
該
当
す
る
あ
ら
ゆ
る
労
働
者
」
の
具
体
的
な
範
囲
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
「
感
染
経
路
が
特
定

で
き
な
い
が
感
染
リ
ス
ク
が
相
対
的
に
高
い
と
考
え
ら
れ
る
労
働
環
境
下
で
働
い
て
い
る
労
働
者
」
で
あ
っ
て
、
患
者
の
診

療
若
し
く
は
看
護
の
業
務
、
介
護
の
業
務
又
は
研
究
そ
の
他
の
目
的
で
病
原
体
を
取
り
扱
う
業
務
に
従
事
す
る
者
（
以
下

「
医
療
従
事
者
等
」
と
い
う
。
）
以
外
の
者
を
意
味
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
者
の
従
事
す
る
業
務
に
つ
い
て
は
、
医

療
従
事
者
等
と
異
な
り
、
医
学
的
知
見
に
よ
り
業
務
と
疾
病
と
の
因
果
関
係
が
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
医
療
従
事
者
等
と
同

様
の
取
扱
い
と
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
者
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
労
災
請

求
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
業
務
に
よ
り
感
染
し
た
蓋
然
性
が
高
く
、
業
務
に
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
っ

た
も
の
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、
労
災
保
険
給
付
の
対
象
と
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
後
と
も
迅
速
か
つ
適
正
な
処
理
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
。 

二
の
６
に
つ
い
て 



 

５ 

 

 
 

お
尋
ね
の
「
「
内
在
す
る
危
険
が
具
現
化
」
し
た
も
の
と
み
な
し
て
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
通
勤
に
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
っ
た
と
し
て
労
災
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
労
働
基
準
監
督

署
に
お
い
て
、
個
別
の
事
例
ご
と
に
調
査
を
行
い
、
通
勤
に
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
っ
た
も
の
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
は
、
労
災
保
険
給
付
の
対
象
と
な
る
も
の
で
あ
る
。 

二
の
７
に
つ
い
て 

 
 

政
府
と
し
て
は
、
Ｑ
＆
Ａ
に
お
い
て
、
事
業
場
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
っ
た
者
に
係
る
労
災
補

償
に
関
す
る
考
え
方
等
を
示
し
、
こ
れ
を
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
と
と
も
に
、
労
使
団
体
及
び
医
療
関
係

団
体
宛
て
に
労
働
者
の
労
災
請
求
等
に
係
る
要
請
を
行
う
等
、
様
々
な
機
会
を
捉
え
て
、
適
切
な
労
災
請
求
を
促
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

な
お
、
労
災
認
定
を
行
っ
た
事
例
に
関
す
る
情
報
を
公
表
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
に
も

配
慮
し
つ
つ
、
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
規
則
一
六
―
〇
（
職
員
の
災
害
補
償
）
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
補
償
事
務
主
任
者



 

６ 

 

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
実
施
機
関
に
報
告
し
た
件
数
は
、
令
和
二
年
五
月
二
十
七
日
時
点

で
、
零
件
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
当
該
災
害
に
つ
い
て
、
実
施
機
関
に
お
い
て
、
公
務
上
の
も
の
で
あ
る
か
又
は
通
勤
に
よ

る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
の
認
定
が
行
わ
れ
た
件
数
、
公
務
上
の
も
の
で
あ
る
か
又
は
通
勤
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か

を
調
査
中
で
あ
る
件
数
並
び
に
国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
に
基
づ
く
療
養
補
償
、

休
業
補
償
、
障
害
補
償
及
び
遺
族
補
償
の
実
施
を
行
っ
た
件
数
は
、
い
ず
れ
も
零
件
で
あ
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

地
方
公
務
員
災
害
補
償
制
度
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
第
二
十

四
条
の
規
定
に
基
づ
き
地
方
公
務
員
災
害
補
償
基
金
が
補
償
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
公
務
上
の
災
害
及
び
通
勤
に
よ
る
災
害
（
以
下
「
公
務
災
害
」
と
い
う
。
）
に
係
る
補
償
の
請
求
及
び
認
定
の

件
数
に
つ
い
て
は
、
同
基
金
に
お
い
て
適
切
に
把
握
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
同
基
金
に
よ
れ
ば
、
請
求
件
数
は
、
令
和
二
年

五
月
二
十
七
日
時
点
で
、
四
件
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
公
務
災
害
で
あ
る
か
ど
う
か
を
調
査
中
で
あ
る
。
政
府
と
し
て
も
、
引

き
続
き
把
握
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

 
 

ま
た
、
認
定
を
行
っ
た
事
例
に
関
す
る
情
報
を
公
表
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
同
基
金
に
お
い
て
、
個
人
情
報
保
護
の
観



 

７ 

 

点
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
適
切
に
対
応
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 


